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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

五
万
円
札
の
発
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

小 

沢 

貞 

孝 

 

一 

 



 

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
五
万
円
札
を
発
行
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
見
解
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
質 

問
す
る
。 

銀
行
や
現
金
を
多
額
に
扱
つ
て
取
引
き
す
る
と
こ
ろ
で
は
そ
れ
を
渇
望
し
て
い
る
。
目
下
政
府
提
案
の
五
百
円 

硬
貨
発
行
の
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
発
行
の
理
由
は
、
自
動
販
売
機
が
激
増
し
百
円
硬
貨
が
増
加
し
た
こ 

 

と
、
五
百
円
硬
貨
販
売
機
で
売
る
品
物
が
増
え
て
き
た
こ
と
等
の
理
由
に
よ
る
。
し
か
し
、
補
助
貨
幣
の
中
に
占 

 

め
る
百
円
硬
貨
の
割
合
は
次
表
の
ご
と
く
六
三
・
六
％
で
あ
る
。 

  

五
万
円
札
の
発
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

現
金
通
貨
の
流
通
高
等
（
そ
の
一
） 

 

三 

 



 

し
か
る
に
、
一
万
円
紙
幣
は
次
表
の
ご
と
く
八
三
・
七
％
で
あ
つ
て
、
百
円
硬
貨
と
比
較
し
て
は
る
か
に
高
率
で 

 

あ
る
。 

        

現
金
通
貨
の
流
通
高
等
（
そ
の
二
） 

四 

 



 

従
つ
て
、
五
百
円
硬
貨
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
万
円
紙
幣
よ
り
高
額
な
紙
幣
を
発
行
す
る
こ
と
の
方
が
急
務 

 

で
は
な
い
か
。
そ
の
う
え
、
前
掲
現
金
通
貨
の
流
通
高
等
の
そ
の
一
、
そ
の
二
で
分
る
よ
う
に
、
五
十
一
年
一
月 

 
 

末
に
は
百
円
硬
貨
の
構
成
比
は
六
三
・
三
％
で
あ
り
、
五
十
六
年
三
月
末
は
わ
ず
か
に
〇
・
三
％
増
え
た
に
す
ぎ 

 

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
万
円
札
の
構
成
比
の
方
は
七
九
・
六
％
か
ら
八
三
・
七
％
に
激
増
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み 

 
 

て
も
、
一
万
円
札
以
上
の
紙
幣
発
行
の
方
が
急
務
で
あ
る
。 

   
主
要
各
国
の
最
高
紙
幣
の
構
成
比
を
み
れ
ば
、
次
表
の
ご
と
く
日
本
の
一
万
円
札
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
分 

 

る
。
日
本
に
次
ぐ
ス
イ
ス
で
さ
え
四
二
・
二
％
と
日
本
の
半
分
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
は
一
三
～
一 

 
 

四
％
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
に
、
中
心
貨
幣
が
八
割
を
超
す
こ
と
は
異
常
で
あ
る
。 

五 

 



 

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
最
高
紙
幣
は
百
ド
ル
（
約
二
万
円
）
、
イ
ギ
リ
ス
五
十
ポ
ン
ド
（
約
二
万
四
千
円
）
、
フ
ラ
ン

ス
五
百
フ
ラ
ン
（
約
二
万
一
千
円
）
、
イ
タ
リ
ア
十
万
リ
ラ
（
約
二
万
円
）
の
他
は
西
ド
イ
ツ
千
マ
ル
ク
（
約
九
万
六

千
円
）
、
ス
イ
ス
千
フ
ラ
ン
（
約
十
万
六
千
円
）
、
オ
ラ
ン
ダ
千
ギ
ル
ダ
ー
（
約
八
万
九
千
円
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
一 

 
 

万
ク
ロ
ー
ネ
（
四
十
五
万
二
千
円
）
、
カ
ナ
ダ
千
ド
ル
（
十
七
万
三
千
円
）
等
々
で
、
二
万
円
か
ら
四
十
五
万
二
千
円

ま
で
幅
が
広
い
。
以
上
各
国
の
状
況
を
考
慮
し
て
五
万
円
札
が
適
当
と
思
う
。 

    

本
年
四
月
十
八
日
の
日
経
に
よ
れ
ば
、
「
一
万
円
札
の
シ
ェ
ア
が
、
昨
年
末
に
比
し
て
〇
・
三
％
下
が
つ
た
の 

主
要
国
の
銀
行
券
券
種
別
発
行
高
構
成
比 

六 

 



 

 

七 

で
時
に
五
万
円
札
の
発
行
が
、
見
送
ら
れ
よ
う
。
」
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
原
因
は
不
況
に
よ
る
企
業
の
沈
滞
と
い 

 

う
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
発
行
の
好
機
と
い
え
る
。
ま
し
て
や
、
行
革
に
よ
る
補
助
金
カ
ッ
ト
で
不
況
ム
ー
ド
の 

 

つ
の
る
現
在
こ
そ
発
行
に
踏
み
切
る
絶
好
機
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
万
円
札
の
シ
ェ
ア
が
八
五
％
～
九
〇
％
と 

上
つ
て
い
く
時
は
イ
ン
フ
レ
時
で
、
そ
の
時
発
行
し
て
は
イ
ン
フ
レ
に
油
を
注
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。
給
料
等
銀
行 

 

振
込
み
も
進
み
つ
つ
あ
る
し
、
給
料
支
払
に
わ
ざ
わ
ざ
五
万
円
札
を
使
わ
な
く
て
も
よ
い
し
、
買
物
の
婦
人
ら
も 

 

五
万
円
札
で
と
い
う
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
従
つ
て
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

民
間
の
事
務
合
理
化
も
政
府
の
行
う
重
要
な
行
革
で
あ
る
か
ら
、
速
や
か
に
五
万
円
札
を
発
行
す
べ
き
で
あ 

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

二 

ま
た
、
発
行
準
備
は
す
ぐ
取
り
か
か
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

三 

一
、
二
と
も
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
ネ
ッ
ク
は
何
か
。 

右
質
問
す
る
。 


